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この１月から本院の外科に異動致しました 

神田達夫（かんだ たつお）と申します。 

よろしくお願い致します。 

生まれは近郷の田上町の羽生田で、昭和 54 

年に三条高校を卒業し、その後、新潟大学に 

進みました。上部消化管の外科を専門として 

おり、前任の新潟大学医歯学総合病院では 10 

年間、胃癌・食道癌の診療チームのリーダーを 

務めていました。今回、50 歳を過ぎたこともあり、少しでもふるさと

のお役に立ちたいと考え、この燕労災病院に赴任いたしました。 

この県央地区には、中規模病院は多くあるものの、集中治療室（ICU）

をもち重症患者にも対応できるような大規模病院がありません。その

ためか、交通の便が良いにもかかわらず、救急患者の病院受け入れに

要する時間が、県央地区は魚沼地区に次いで二番目に長い（悪い）と

いうデータが県から示されています。本来ならば、中規模病院が協力

し合って、対応可能な患者さんを少しでも早く受け入れていけば良い

のですが、電話口からの情報しかない救急患者では、その重症度の把

握が難しく、夜間や休日の診療体制のなかで十分な対応ができるかど

うかの判断はつきかねます。近年の医療の高度化・専門化のなかで医

療者側に要求される治療水準は飛躍的に高くなっており、このような

事情も各医療機関が救急患者さんの受け入れに消極的になっている

理由のようです。 

これらの問題は、県央地区の基幹病院が完成することで改善されて

いくでしょうが、新病院が完成し、実際に動き出すのは、まだまだ先

のことです。その間にも、緊急に対応を必要とする、けがや病気は日々、

発生します。幸いにも、本院には外科医が５名おり、念願の麻酔科医

の常勤も実現しました。どんな重症でも「ドンと来い」と言うには程

遠い状況ですが、一般的な緊急患者さんには十分に対応可能な体制が

整いつつあります。今回の異動にあたり、月並みではありますが、日々

の診療を通じて地域の信頼を得ることを目標に定めました。正直、ど

こまでやれるか不安でいっぱいですが、全力を尽くしたいと思ってい

ます。甚だ微力ではございますが、ご支援のほど何卒よろしくお願い

申し上げます。 

*燕労災病院に赴任して 1 

*市民・勤労者医学講話

を開催しました 

2 

*皮膚・排泄ケア認定看

護師の活動 

3 

*編集部より  

*外来診療科別担当医

師表 

4 

【【【【    燕労災病院に赴任して燕労災病院に赴任して燕労災病院に赴任して燕労災病院に赴任して    】】】】    

外外外外科部長科部長科部長科部長        神田神田神田神田    達夫達夫達夫達夫        
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【【【【    医師の交代及び着任について 】】】】    
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3 月 5 日（火）に岩崎友洋消化器内科副部長による「胃潰瘍について」講演されました。 

胃潰瘍の種類から胃と十二指腸の解剖学的な位置、消化性潰瘍の痛み、検査法についての詳しい説

明がありました。 

 [胃潰瘍までの流れ] 

  

胃潰瘍のほとんどの原因はピロリ菌の感染   

によるもの。  

           ↓ 

しかし、ピロリ菌に感染した人すべてが胃潰  

瘍になるわけではない。実際、日本人の中高年

では、７０－８０％の人がピロリ菌に感染して

いるが、その中で胃潰瘍にまで進行するのは、

約２～３％の人だけ。  

↓ 

また、ピロリ菌に感染したらすぐに胃潰瘍が 

  発症するわけでもない。ピロリ菌の感染は、多

くの場合、幼少時（5 歳くらいまで）に起こる

と考えられる。  

                      ↓ 

ところが、胃潰瘍の発症は中年以降、特に 

５０歳代に多く見られる。つまり、感染から胃 

潰瘍の発症までには、数十年かかるということ 

になり、この間に、ピロリ菌感染によって、ま 

ず慢性胃炎が起こり、そこから一部が萎縮性胃 

炎へと進行し、その中のさらに一部が慢性胃潰 

瘍へと進行することになる。 

 

 

このため、早期のピロリ菌の検査、除菌が重要であることを説明されました。そして、ピロリ菌の

除菌だけでは胃潰瘍、胃がんが完全に予防されず、数パーセントでの再発があるので、一度治って

除菌したから大丈夫ではなく、定期受診も必要ということでした。 

なお、今年 2 月よりピロリ菌の除菌（胃潰瘍などの発症していなくてもよい）が、保険適用になっ

たので、ピロリ菌有無の検査をお勧めします。 

【【【【    市民・勤労者医学講話を開催しました市民・勤労者医学講話を開催しました市民・勤労者医学講話を開催しました市民・勤労者医学講話を開催しました    】】】】    

平成２５年４月から次のとおり医師が交代及び着任いたしました。 

 

  院長         鈴木

す ず き

   幸雄

ゆ き お

（宮下薫院長の後任） 

神経内科部長     佐藤

さ と う

   達哉

た つ や

（徳武孝允医師の後任） 

消化器内科副部長   林

はやし

    和直

かずなお

（上村博輝副部長の後任） 

眼科副部長      佐々木

さ さ き

 藍

あ

季子

き こ

（土田宏嗣副部長の後任） 

 

今後も地域の皆様に貢献できる病院を目指して努めてまいりますので、よろしくお願いいたしま

す。 
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【 皮膚・排泄ケア認定看護師の活動    】                    三須 恵美子    
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【編集部より】 

花便りが各地から届くこの頃、お花見にはお出かけになりましたか？  

これを編集しながら、関東ではもう花見です。皆様がこれを読んでいる  

頃には花見ができていたらと思っています。気分も一新して頑張ってい  

きましょう。（し）  

ストーマ保有者にはストーマ管理を専門的に行う 

皮膚・排泄ケア認定看護師の長期的サポートが必要です。 

皮膚トラブルや便の漏れなどがありましたら、当院ストーマ外来 

をご利用下さい。 

第第第第 2222・・・・4444 金曜日（金曜日（金曜日（金曜日（8888：：：：30303030～～～～12121212：：：：15151515）要予約）要予約）要予約）要予約    

ケアされる方で困っていることがありましたら、下記に連絡下さい。 

 

褥瘡ケアは当院・皮膚科へご紹介下さい褥瘡ケアは当院・皮膚科へご紹介下さい褥瘡ケアは当院・皮膚科へご紹介下さい褥瘡ケアは当院・皮膚科へご紹介下さい    

当院では医師が局所治療を行ったの

ち、皮膚・排泄ケア認定看護師が御家族

へ指導し、ケアマネージャーと連携して

介護支援を行う体制で診療にあたってお

り、褥瘡患者様へより適切な治療やケア

を提供しております。 

 患者様を紹介いただく場合は、皮膚科

あての紹介状を地域医療連携室へファク

シミリにてお送りいただければ幸いで

す。 

また、褥瘡相談も電話で受け付けてお

ります。平日平日平日平日 15151515 時～時～時～時～17171717 時時時時    下記に連絡

下さい。 

＜平成＜平成＜平成＜平成 25252525 年度年度年度年度    研修会＞研修会＞研修会＞研修会＞    

6 月 18 日 褥瘡治療 

7 月 2 日 在宅介護における褥瘡予防 

9 月 10 日 褥瘡予防ケア 

 

褥瘡予防ケア勉強

 

訪問看護師と同行し在宅へ 

☎０２５６－６４－５１１１（内線６２６） 

 

褥瘡管理者  三須 恵美子 

じょくそう 
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